















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































講義１ 講義２ 講義３ 講義５ 講義６ 講義７
条件 1２ ２ 10 １ ５ ７
原因・理由 ８ ２ 1１ ２ ２ １
展開 ５ ７ 1 ４ ６ １
対比 ０ ０ ０ ０ 0 ０
解説 ２ ０ ２ ２ 0 ２
逆接条件 １ ２ １ ０ １ 0
逆接 ８ ２ ３ １ ４ １
並列・累加 ２ ２ ５ ７ ４ ６
選択 １ ０ ２ ０ ３ ０
転換 ０ ０ 0 ２ ０ ０
換口 ５ ０ ２ ２ ４ １
補充 ０ ０ ０ 0 ２ ０
























































































































































































































































等位節 副詞従属節 引用節 間疑問節 連体修飾節 名詞節
講義1 ９ 1５ ８ ３ ６ ３
講義２ 2４ ７ ５ ６ 2０ ９
講義３ 2６ 1８ ３ ３ 1７ ３
講義５ 2０ ２ ３ 2１ ８
講義６ 1３ 1３ 1３ 3３ ８
講義７ 1７ ８ ４ ６ ８ ３
新聞 2１ 1５ ４ １ 3６ 1１
講義１ 講義２ 講義３ 講義５ 講義６ 講義７ ￣￣ ユ _ス
文節数 388 285 385 225 311 330 437
フ イブ_ 103 5７ 4６ 2７ 4１ 6５
大学の講議の分析
以上の分析結果から，講義の聞き取り指導には，実質的に意味のある要素とそうでない要素を聞
き分けたり，接続表現や実質的な意味のある言葉から論理の展開を予測するなど，聞き取りのスト
ラテジーを教えることが必要であると考えられる。また文構造は書き言葉の読解で，講義のスピー
ドについていく能力はニュースの聞き取りなどで養成できると考えられる。
６おわりに
今回収録した講義の数は限られてはいたが，その分析結果から，講義の特徴を知ることができ，
講義を聞くための指導にはどんな点に留意すればよいかについての示唆が得られた。今後の課題
は，各分野にわたりさらに多くの講義を収録することにより，分析結果の普遍性を高めることであ
る。また，聞き取り上の問題点を探るためには，実際に留学生に聞き取りの実験を行いその結果を
分析することも必要であろう。
最後にお名前をあげることは差し控えるが，講義の収録に'決く御協力くださった金沢大学の先生
方に心からお礼申し上げたい。
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